
（
一

）

名古屋学院大学論集　言語・文化篇　第 20巻　第 2号（2009年 3月）

『
頼
政
記
』
の
成
立

―

『
平
家
物
語
』
諸
本
と
の
関
係

―

早
　

川
　

厚
　

一

一
　

は
じ
め
に

　

『
頼
政
記
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。『
頼
政
記
』
が
、『
平
家
物
語
』
の
一

部
の
本
文
を
留
め
る
零
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
高
橋
伸
幸

）
1
（

が
指
摘
す

る
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
頼
政
記
』
は
、『
頼
政
記
』
と
言
う
題
名
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
以
仁
王
の
乱
に
ま
つ
わ
る
源
頼
政
挙
兵
譚
の
抜
書
で
は
な
い
。
物
語

は
、
当
然
含
ま
れ
る
べ
き
頼
政
の
自
害
記
事
、
南
都
に
逃
走
途
中
の
以
仁
王
の
討

死
記
事
・
南
都
騒
動
記
事
を
欠
き
、『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
、
盛
衰
記
と
略
称
）

で
言
え
ば
、
巻
十
五
「
相
形
」「
登
乗
」
記
事
か
ら
唐
突
に
始
ま
り
、
以
仁
王
に

加
担
し
た
三
井
寺
や
南
都
の
悪
僧
を
召
す
べ
き
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
と
す
る
記

事
で
終
わ
る
。
以
上
の
こ
の
物
語
の
記
事
構
成
か
ら
す
れ
ば
、『
頼
政
記
』
と
い

う
題
名
は
、
後
人
に
よ
り
付
さ
れ
た
も
の
で
、
巻
の
途
中
の
、
い
ず
れ
も
前
と
後

を
欠
い
た
零
本
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、『
頼
政
記
』
と
、『
平
家
物
語
』
諸
本
、
そ
の
中
で
も
特
に

『
頼
政
記
』
と
の
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
延
慶
本
と
盛
衰
記
と
の
関
係
に
つ

い
て
検
討
す
る
が
、
高
橋
氏
作
成
の
校
異
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
頼
政
記
』

は
、
基
本
的
に
は
盛
衰
記
に
一
番
近
く
、
一
部
が
延
慶
本
に
近
い
。
と
す
れ
ば
、

『
頼
政
記
』
は
、盛
衰
記
成
立
以
前
の
形
態
を
留
め
る
と
も
さ
れ
る
平
家
物
語
「
長

門
切
」
の
成
立
を
考
え
る
際
の
、
貴
重
な
資
料
の
一
つ
と
も
な
り
う
る
の
か
、
あ

る
い
は
、
盛
衰
記
に
延
慶
本
本
文
を
部
分
的
に
取
り
込
ん
だ
後
出
本
文
と
み
な
す

べ
き
か
、
そ
の
検
証
を
以
下
行
う
。

二
　

『
頼
政
記
』
の
古
態
的
記
事

　

初
め
に
、
盛
衰
記

）
2
（

・『
頼
政
記

）
3
（

』
が
、
延
慶
本

）
4
（

よ
り
古
態
を
留
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
箇
所
を
指
摘
し
よ
う
。
以
下
は
、「
サ
モ
可
然
一

人
ハ
必
ズ
、
相
人
ニ

非
レ
ド
モ
、
皆
カ
ク
コ
ソ
ヲ
ハ
ス
レ
」（〈
延
〉
巻
四―

七
三
オ
）
と
し
て
引
か
れ

る
例
話
の
一
つ
で
あ
る
。

・
六
条
ノ
右
大
臣
、
白
河
院
ヲ
、「
御
命
ハ
カ
ナ
ク
渡
ラ
セ
給
ベ
シ
。
頓
死
ノ
相

ヲ
ハ
シ
マ
ス
」
ト
申
サ
レ
タ
リ
ケ
リ
（
延
慶
本
巻
四―

七
三
オ
）

・
六
條
右
大
臣
ハ
白
川
院
ヲ
見
進
テ
、「
御
命
ハ
長
ク
渡
ラ
セ
給
ベ
キ
ガ
、
頓

ノ
御
相
御
坐
」
ト
申
タ
リ
ケ
ル
モ
違
ハ
ザ
リ
ケ
リ
（
盛
衰
記
2―

四
六
九
～

四
七
〇
頁
）

・
六
条
右
大
臣
ハ
白
河
院
ヲ
、「
御
命
ハ
長
ク
渡
セ
給
ベ
キ
ガ
、
頓
死
ノ
相
御
坐
」
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（
二

）

ト
申
タ
リ
ケ
ル
モ
不
違
ケ
リ
（『
頼
政
記
』
五
二
〇
頁
）

　

傍
線
部
が
問
題
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
延
慶
本
に
よ
れ
ば
、
六
条
右
大
臣
顕
房

は
、
白
河
院
の
命
は
ま
も
な
く
尽
き
、
そ
れ
も
頓
死
で
あ
る
こ
と
を
占
っ
た
意
と

な
る
が
、
こ
こ
は
、
盛
衰
記
や
『
頼
政
記
』
の
よ
う
に
、
白
河
院
は
、
長
命
で
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
頓
死
の
相
が
あ
る
こ
と
を
占
っ
た
と
す
る
形
が
良
い
。
こ
の

点
は
、
同
話
を
引
く
『
古
事
談
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
恐
ら
く
は
、「
御
命
は

な
か
く
」
を
、「
御
命
は
か
な
く
」
と
誤
解
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
本
文
だ
ろ
う
。

　

次
は
、
延
慶
本
や
『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰
記
よ
り
古
態
を
留
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
箇
所
を
指
摘
し
よ
う
。

・
三
位
殿
ヲ
バ
、
女
院
殊
ニ
召
仕
ハ
セ
給
ツ
ヽ
、
隔
ナ
キ
御
事
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、

難
去
一

思
食
ケ
リ
。
此
宮
達
ヲ
モ
女
院
只
御
子
ノ
如
ニ
テ
、
御
衾
ノ
下
ヨ
リ

オ
ヽ
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
セ
給
ヘ
リ
。
糸
惜
、
悲
キ
御
事
ニ
ゾ
被
思
食
一

ケ
ル
。
高

倉
ノ
宮
、
謀
叛
ノ
聞
エ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
失
サ
セ
給
ヌ
ト
聞
召
ケ
ル
ヨ
リ
、

此
宮
達
マ
デ
モ
イ
カ
ニ
ト
思
食
ケ
ル
ヨ
リ
、
御
心
迷
テ
、
供
御
モ
マ
イ
ラ
ズ
。

只
御
涙
ノ
ミ
セ
キ
ア
ヘ
ズ
（
延
慶
本
七
三
ウ
～
七
四
オ
）

・
彼
三
位
局
ヲ
バ
、
女
院
殊
ニ
隔
ナ
キ
御
事
ニ
思
召
レ
ケ
レ
バ
、
此
宮
達
ヲ
モ
御

衣
ノ
下
ヨ
リ
生
立
進
セ
給
テ
、
御
イ
ト
ヲ
シ
キ
御
事
ニ
ゾ
思
召
ケ
ル
。
宮
御
謀

叛
起
シ
テ
失
サ
セ
給
ヌ
ト
聞
召
シ
ヨ
リ
、
御
子
達
モ
御
心
迷
シ
テ
、
ツ
ヤ

く

貢
御
モ
進
ラ
ズ
、
唯
御
涙
ニ
咽
バ
セ
給
ケ
リ
（
盛
衰
記
2―

四
七
一
頁
）

・
三
位
殿
ヲ
バ
、
女
院
コ
ト
ニ
無
隔
御
事
ニ
テ
難
去
被
思
食
ケ
リ
。
サ
レ
バ
此
宮

達
ヲ
バ
御
衣
ノ
下
ヨ
リ
生
立
マ
イ
ラ
セ
テ
、
殊
糸
惜
御
事
ニ
ゾ
思
食
ケ
ル
ニ
、

高
倉
宮
カ
ク
失
サ
セ
給
ヌ
ト
聞
食
ケ
ル
ヨ
リ
、
御
子
ノ
宮
達
マ
デ
モ
イ
カ
ヾ
ト

御
心
迷
シ
テ
、
ツ
ヤ

く
供
御
モ
マ
イ
ラ
ズ
。
只
御
涙
ニ
ノ
ミ
ゾ
咽
セ
給
ケ

ル
（『
頼
政
記
』
五
二
〇
頁
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
が
問
題
と
な
る
箇
所
。
八
条
院
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
世

話
を
し
て
き
た
以
仁
王
の
子
供
達
を
愛
お
し
く
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
が
、
以
仁

王
が
討
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
子
供
達
に
ま
で
追
及

の
手
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
ご
心
配
に
な
り
、
食
事
も
お
と
り
に
な
ら
ず
、
た

だ
涙
に
く
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
意
。
延
慶
本
・『
頼
政
記
』
は
、
そ
の
よ
う

に
解
し
う
る
。
掲
出
は
し
な
い
が
、四
部
本
（
二
一
四
頁

）
5
（

）
も
同
様
に
解
し
う
る
。

と
こ
ろ
が
、
盛
衰
記
の
場
合
は
、「
御
子
息
モ
」
と
す
る
よ
う
に
、
傍
線
部
の
主

語
を
、
子
供
達
と
誤
る

）
6
（

。
盛
衰
記
に
は
、
誤
読
に
よ
る
改
変
の
手
が
加
わ
っ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。

　

次
は
、
延
慶
本
に
近
似
す
る
『
頼
政
記
』
が
、
四
部
本
や
盛
衰
記
よ
り
古
態
を

留
め
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

・
大
将
の
許
よ
り
、「
何
か
に
何
か
に
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
其
れ
に
随
ひ
て
、

中
納
言
も
亦
迫
め
奉
る
。「
少
し
佐
も
や
と
聞
こ
し
食
す
事
有
り
」
と
て
、
同

じ
様
な
る
少
な
き
者
を
御
尋
ね
有
り
、
頼
盛
に
出
だ
さ
れ
た
り
け
れ
ど
も
、
之

を
用
ひ
た
ま
は
ず
。
尚
迫
め
申
さ
れ
け
れ
ば
、
宮
を
終
に
出
だ
し
奉
ら
る
（
四

部
本
二
一
五
頁
）

・
大
将
ノ
御
許
ヨ
リ
使
頻
リ
ニ
ハ
セ
参
リ
テ
、「
イ
カ
ニ

く
」ト
被
申
ケ
レ
バ
、

ソ
レ
ニ
随
テ
、
中
納
言
モ
シ
キ
リ
ニ
責
奉
ル
。「
少
シ
サ
モ
ヤ
ト
聞
食
出
事
ア

リ
。
御
尋
有
」
ト
テ
、
年
程
同
様
ナ
ル
少
者
ヲ
迎
ヘ
寄
ツ
ヽ
、「
尋
出
シ
奉
リ

タ
リ
」
ト
テ
、宮
ヲ
ツ
ヰ
ニ
渡
シ
奉
ラ
ル
（
延
慶
本
巻
四―

七
五
オ
～
七
五
ウ
）

・
大
将
ノ
御
許
ヨ
リ
、「
如
何
々
々
」
ト
使
頻
ニ
申
ケ
レ
バ
、
頼
盛
モ
打
ソ
ヘ
被

申
ケ
リ
。
女
院
ハ
少
シ
サ
モ
ヤ
ト
聞
食
御
事
有
テ
、
同
ジ
御
年
程
ナ
ル
少
者
ヲ

尋
サ
セ
給
ケ
レ
共
、
大
方
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
力
及
バ
セ
給
ハ
デ
、
若
宮
ヲ
奉
渡

ケ
リ
（
盛
衰
記
2―
四
七
三
～
四
七
四
頁
）
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（
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・
大
将
ノ
許
ヨ
リ
「
イ
カ
ニ

く
」
ト
使
頻
ケ
レ
バ
、
中
納
言
モ
打
副
ヘ
被
申

ケ
リ
。
女
院
ハ
、「
ス
コ
シ
サ
モ
ヤ
ト
聞
食
事
ア
リ
。
御
尋
ア
ル
ベ
キ
也
」ト
テ
、

同
御
年
ホ
ド
ナ
ル
少
キ
者
ヲ
迎
サ
セ
給
テ
、
尋
出
タ
ル
躰
ニ
テ
、
終
ニ
宮
ヲ
渡

奉
ラ
ル
（『
頼
政
記
』
五
二
一
頁
）

　

大
将
宗
盛
か
ら
、
八
条
院
の
も
と
に
、
以
仁
王
の
子
供
を
出
す
よ
う
に
と
の
矢

継
ぎ
早
の
催
促
も
あ
り
、
中
納
言
頼
盛
も
、
そ
れ
に
応
じ
督
促
す
る
。
こ
こ
ま
で

は
、
い
ず
れ
の
諸
本
も
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
後
が
、
い
ず
れ
の
諸
本
も
分

か
り
づ
ら
い
。

　

先
ず
、
初
め
に
、
延
慶
本
は
、「
宮
様
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
ち
ょ
っ
と
お
聞

き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
お
尋
ね
に
な
ら
れ
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
宮
と
年

の
程
が
ほ
ぼ
同
じ
少
年
を
迎
え
て
、「
お
探
し
申
し
ま
し
た
」
と
言
い
、
宮
を
つ

い
に
は
お
渡
し
申
し
上
げ
た
の
意
か
。
と
い
う
の
は
、
先
の
探
索
の
際
、
頼
盛
に

対
し
て
、「
カ
ヽ
ル
世
ノ
周
章
ノ
聞
エ
シ
ヨ
リ
、
此
御
所
ニ
ハ
オ
ハ
シ
マ
サ
ズ
。

御
乳
ノ
人
ナ
ド
ガ
心
少
ク
見
進
セ
テ
、
失
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
イ
ヅ
ク
ト
モ
ユ
ク
ヱ

モ
シ
ラ
ズ
」（
七
四
ウ
）
と
言
っ
た
手
前
、
こ
こ
は
、
宮
を
外
か
ら
迎
え
た
後
渡

し
た
か
の
よ
う
に
取
り
繕
っ
た
と
解
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
延
慶
本
と
同
様
に

解
す
る
の
が
『
頼
政
記
』
で
、「
尋
出
タ
ル
躰
ニ
テ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
と
な
ろ
う

）
7
（

。

　

に
対
し
て
、
四
部
本
の
場
合
は
、
宮
と
同
じ
よ
う
な
少
年
を
捜
し
出
し
、
頼
盛

に
差
し
出
し
た
が
見
破
ら
れ
、
な
お
も
督
促
さ
れ
た
た
め
、
仕
方
な
く
宮
を
差
し

出
し
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
盛
衰
記
の
場
合
は
、
宮
と
同
じ
年
格
好
の
少

年
を
捜
さ
せ
た
け
れ
ど
捜
し
出
せ
な
か
っ
た
た
め
、
仕
方
な
く
宮
を
差
し
出
し
た

と
す
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
四
部
本
や
盛
衰
記
の
場
合
も
、
先
に
「
斯カ

か
る
世

の
乱
れ
と
聞
こ
え
し
暁キ

よ
り
、
是
に
は
御
在
さ
ず
。
御
乳
母
な
ど
心
少を

さ

な
く
具
し

奉
り
、
失ウ

せ
た
る
に
こ
そ
。
何イ

ツ

路チ

と
も
行
末
を
知
ら
ず
」（
四
部
本
二
一
四
頁
）

と
の
言
は
記
す
も
の
の
、
そ
の
言
葉
を
取
り
繕
う
た
め
で
は
な
く
、
窮
余
の
策
と

し
て
宮
と
同
じ
年
格
好
の
少
年
を
捜
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
失
敗
し
た
と
記
す
の

だ
ろ
う
。

　

恐
ら
く
は
、
延
慶
本
や
『
頼
政
記
』
に
見
る
形
が
本
来
の
形
で
、
そ
の
意
図
を

読
み
取
れ
ず
、
改
変
し
た
形
が
四
部
本
や
盛
衰
記
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　

『
頼
政
記
』
の
後
出
的
記
事

　

初
め
に
、『
頼
政
記
』
の
本
文
が
、
盛
衰
記
に
延
慶
本
本
文
を
取
り
込
ん
で
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
箇
所
を
検
討
し
よ
う
。

・
大
将
モ
奉
見
給
テ
ハ
、
涙
ヲ
押
拭
ヒ
給
ヘ
バ
、
宮
モ
ナ
ニ
ト
思
食
ケ
ル
ヤ
ラ

ム
、
打
涙
グ
マ
セ
給
ケ
ル
ゾ
ラ
ウ
タ
キ
。「
女
院
ノ
御
懐
ヨ
リ
奉
養
一

テ
、
歎

思
食
ル
ヽ
心
苦
シ
サ
」
ナ
ド
、
中
納
言
カ
キ
ク
ド
キ
細
々
ト
被
申
ケ
レ
バ
、
大

将
モ
入
道
ニ
不
斜
一

被
申
一

ケ
ル
間
（
延
慶
本
七
六
オ
～
七
六
ウ
）

・
宮
六
波
羅
ニ
入
セ
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
大
将
出
合
見
進
テ
、
哀
ナ
ル
御
事
ニ
奉
思

涙
ヲ
拭
ヒ
給
ケ
レ
バ
、
宮
モ
御
涙
ヲ
ゾ
流
サ
セ
給
ケ
ル
。
池
中
納
言
頼
盛
申
サ

レ
ケ
ル
ハ
、「
女
院
御
フ
ト
コ
ロ
ノ
中
ヨ
リ
生
立
進
サ
セ
給
タ
リ
ト
テ
不
斜
御

歎
、
御
痛
ク
御
心
苦
思
進
セ
候
。
コ
ト
ナ
ル
御
事
ナ
キ
様
ニ
、
御
計
モ
ア
レ
カ

シ
」
ト
宣
ヘ
バ
、
大
将
又
此
趣
ヲ
入
道
ニ
口
説
被
申
ケ
レ
バ
（
盛
衰
記
2―

四
七
五
頁
）

・
宮
六
波
羅
ニ
入
セ
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
大
将
出
合
セ
候
テ
見
奉
セ
テ
、
哀
ニ
被
思

食
ケ
ル
ニ
ヤ
、
涙
ヲ
ヲ
シ
ノ
ゴ
ヒ
給
ケ
レ
バ
、
宮
モ
イ
カ
ニ
ト
思
食
ケ
ル
ニ

ヤ
、
同
ク
御
涙
ヲ
流
サ
セ
給
ケ
リ
。「
女
院
ノ
御
懐
ノ
中
ヨ
リ
養
立
奉
セ
給
テ
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歎
セ
給
御
事
ノ
心
苦
ク
候
ニ
、
無
殊
事
御
計
モ
ヤ
有
ベ
キ
」
ト
、
大
将
ニ
カ
キ

ク
ド
キ
被
申
ケ
レ
バ
、
大
将
又
入
道
ニ
能
々
被
申
タ
リ
ケ
レ
バ
（『
頼
政
記
』

五
二
一
頁
）

　

『
頼
政
記
』
の
本
文
が
、
波
線
部
の
延
慶
本
本
文
と
、
実
線
部
の
盛
衰
記
本
文

と
、
鎖
線
部
の
ど
ち
ら
に
依
拠
す
る
と
も
言
い
難
い
本
文
と
の
取
り
合
わ
せ
本
文

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
こ
と
が
更
に
鮮
明
と
な
る
の
は
、「
女
院
ノ
御
懐

ノ
中
ヨ
リ
養
立
奉
セ
給
テ
…
」
の
話
主
は
、
延
慶
本
や
盛
衰
記
の
二
重
傍
線
部
に

見
る
よ
う
に
、
頼
盛
だ
が
、『
頼
政
記
』
に
は
話
主
の
記
載
が
な
い
た
め
、
不
明

確
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰

記
本
文
を
ベ
ー
ス
と
し
て
延
慶
本
本
文
を
取
り
込
む
際
、
話
主
の
記
載
を
落
と
し

た
た
め
不
明
瞭
な
本
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
前
話
の
六
波
羅
に
引
き
渡
さ
れ
た
以
仁
王
の
子
道
尊
話
に
続
い
て
引
か

れ
る
、
延
慶
本
と
『
頼
政
記
』
の
記
事
と
を
検
討
し
よ
う
。

・
①
院
ノ
御
子
達
皆
御
出
家
ア
リ
シ
ニ
、
此
宮
ノ
心
ト
ク
御
出
家
ダ
ニ
モ
ア
リ
セ

バ
、
能
リ
ナ
マ
シ
。
無
由
一

御
元
服
ノ
有
ケ
ル
コ
ソ
、
返
々
モ
心
ウ
ケ
レ
。
猶

御
子
ハ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
ト
聞
ユ
。
②
一
人
ハ
、
高
倉
宮
ノ
御
乳
母
ノ
夫
、
讃
岐
前

司
重
季
奉
具
一

テ
、
北
国
ヘ
落
下
給
ヘ
リ
シ
ヲ
バ
、
木
曽
モ
テ
ナ
シ
奉
テ
、
越

中
国
宮
崎
ト
云
所
ニ
御
所
ヲ
立
テ
居
奉
リ
ツ
ヽ
、
御
元
服
ア
リ
ケ
レ
バ
、
木
曽

ノ
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
又
ハ
還
俗
ノ
宮
ト
モ
申
ケ
リ（
延
慶
本
七
六
ウ
～
七
七
オ
）

・
③
又
殷
富
門
院
ノ
女
房
ノ
御
腹
ニ
、
若
宮
姫
宮
御
坐
ケ
リ
。
若
宮
ハ
御
出
家
ア

リ
ケ
レ
バ
、
後
安
居
院
ノ
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
東
寺
ノ
一
ノ
長
者
也
。
姫
宮
ヲ
バ

野
依
ノ
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
又
南
都
ニ
モ
御
子
御
坐
ト
聞
ユ
。
盛
興
寺
宮
ヲ
バ
書

写
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
④
此
外
御
子
一
人
ヲ
バ
、
高
倉
宮
ノ
御
乳
人
讃
岐
前
司
重

季
ガ
北
国
ヘ
具
下
マ
イ
ラ
セ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
木
曽
ガ
モ
テ
ナ
シ
マ
イ
ラ
セ
テ
、

越
中
国
宮
崎
ト
云
所
ニ
御
所
ヲ
造
テ
ス
エ
マ
イ
ラ
セ
ツ
ヽ
御
元
服
ア
リ
ケ
レ

バ
、
木
曽
ガ
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル

）
8
（

。
⑤
凡
此
高
倉
ノ
宮
モ
カ
ズ
ノ
外
ノ
宮
ナ
レ
バ
、

御
出
家
ダ
ニ
モ
ア
リ
セ
バ
ヨ
カ
ラ
マ
シ
、
無
由
御
元
服
ノ
ア
リ
テ
、
君
達
マ
デ

モ
カ
ヽ
ル
ウ
キ
目
ヲ
御
覧
ゼ
ラ
ル
ヽ
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
⑥
夫
不
患
位
之
不
尊
不
患

徳
之
不
崇
不
恥
禄
之
不
彰

ア
ラ
ハ
レ一

不
恥
智
之
不
転
ト
モ
申
。
ヨ
ク

く
御
案
ノ
ア
ル

ベ
カ
リ
ケ
ル
モ
ノ
ヲ
ト
ゾ
覚
シ
（『
頼
政
記
』
五
二
一
～
五
二
二
頁
）

　

な
お
、
延
慶
本
の
記
事
は
、
四
部
本
に
近
似
し
、『
頼
政
記
』
の
記
事
は
、
盛

衰
記
に
近
似
す
る
。
延
慶
本
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
後
白
河
院
の
御
子
達
は
皆

出
家
さ
れ
た
の
に
、
以
仁
王
が
も
っ
と
早
く
出
家
な
さ
れ
て
お
ら
れ
た
な
ら
ば
良

か
っ
た
も
の
を
。
御
元
服
な
さ
れ
た
の
が
な
ん
と
し
て
も
嘆
か
わ
し
い
と
し
て
、

次
に
、
道
尊
以
外
に
も
、
以
仁
王
に
は
、
御
子
が
お
ら
れ
る
と
し
て
、
木
曽
宮
を

紹
介
す
る
。

　

一
方
、『
頼
政
記
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
先
ず
、
③
で
、
道
尊
以
外
の
以

仁
王
の
御
子
を
紹
介
し
、
④
（
延
慶
本
の
②
に
一
致
）
で
は
、
更
に
そ
れ
以
外
の

御
子
と
し
て
木
曽
が
宮
を
紹
介
す
る
。
次
に
⑤
で
は
、
延
慶
本
の
①
に
該
当
す
る

記
事
を
引
い
た
後
、
延
慶
本
に
は
な
い
記
事
「
君
達
マ
デ
モ
カ
ヽ
ル
ウ
キ
目
ヲ
御

覧
ゼ
ラ
ル
ヽ
ト
ゾ
申
ケ
ル
」
と
記
す
が
、
そ
の
前
に
、
道
尊
以
外
、「
カ
ヽ
ル
ウ

キ
目
」
に
該
当
す
る
記
事
は
な
く
、
不
整
合
を
来
し
て
い
る
。
本
文
改
変
の
際
の

過
失
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、『
頼
政
記
』
の
独
自
記
事
⑥
も
、
盛
衰
記
の

別
の
巻
か
ら
取
り
込
ん
だ
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
同
記
事
が
、
盛
衰
記
巻
四
十
三

の
「
安
徳
帝
不
吉
瑞
」
に
引
か
れ
る
別
記
文
に
見
ら
れ
る
。

・
不
患
位
之
不
貴
、
而
患
徳
之
不
崇
、
不
恥
禄
之
不
夥
、
而
恥
智
之
不
博
云
ト
イ

ヘ
リ
。
先
帝
モ
猶
帝
徳
ノ
至
マ
シ
マ
サ
ヾ
リ
ケ
ル
ヲ
、入
道
横
ニ
計
申
タ
レ
バ
、

懸
不
思
議
多
シ
テ
、
天
下
モ
不
治
。
終
ニ
亡
御
座
ケ
リ
ト
ゾ
申
ケ
ル
（
盛
衰
記
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八
七
頁
）

　

安
徳
天
皇
即
位
後
、
様
々
な
不
思
議
が
続
き
、
つ
い
に
は
壇
の
浦
に
身
を
沈
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
祖
父
清
盛
が
、
高
倉
天
皇
を
退
位
さ
せ
、
安
徳
天
皇
を

強
引
に
即
位
さ
せ
た
平
家
の
悪
行
が
、
天
地
の
心
に
も
違
い
、
冥
慮
の
恵
に
も
背

い
た
か
ら
だ
と
し
て
、
掲
出
の
別
記
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
内
の
「
不
患
位

之
不
貴
…
」
の
句
は
、『
後
漢
書
』
の
張
衡
列
伝
第
四
十
九
に
載
る
。

・
君
子
不
患
位
之
不
尊
、
而
患
德
之
不
崇
。
不
恥
禄
之
不
夥
、
而
恥
智
之
不
博

（
君
子
は
位
の
尊
か
ら
ざ
る
こ
と
を
患
ひ
と
せ
ず
、
徳
の
崇
か
ら
ざ
る
こ
と
を

患
ひ
と
す
。
禄
の
夥お

お

か
ら
ざ
る
こ
と
を
恥
と
せ
ず
、
智
の
博
か
ら
ざ
る
こ
と

を
恥
と
す
）（『
全
譯
後
漢
書
　

列
伝
五
』
五
七
四
～
五
七
六
頁
。
汲
古
書
院

二
〇
〇
八
・
11
）

　

も
と
も
と
は
、
盛
衰
記
の
よ
う
に
、
帝
徳
の
欠
け
た
安
徳
天
皇
の
即
位
を
批
判

す
る
記
事
の
中
に
引
か
れ
て
い
た
句
を
、
即
位
の
野
望
を
持
つ
以
仁
王
が
、
出
家

も
せ
ず
、
か
か
る
乱
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
記
事
に
転
用
し
た
の
だ

ろ
う
。

　

次
に
続
く
記
事
は
、
そ
う
し
た
以
仁
王
批
判
記
事
の
一
貫
と
し
て
、
賢
王
聖
主

の
子
で
あ
っ
た
前
中
書
王
兼
明
親
王
、
後
中
書
王
具
平
親
王
は
、
共
に
才
智
才
芸

に
恵
ま
れ
た
方
で
あ
っ
た
が
、
即
位
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
謀
反
を
起
こ

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
て
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
は
、
さ

ら
に
詳
細
な
前
中
書
王
の
話
を
引
く

）
9
（

。

　

そ
し
て
、
次
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
続
い
て
以
仁
王
批
判
の
例
証
話
と
し
て

引
か
れ
る
後
三
条
院
の
第
三
皇
子
輔
仁
親
王
話
に
つ
い
て
で
あ
る
。後
三
条
院
は
、

大
変
な
賢
人
で
あ
っ
た
輔
仁
親
王
を
、
白
河
天
皇
の
二
宮
実
仁
の
即
位
後
に
立
太

子
す
る
よ
う
遺
言
し
た
。
し
か
し
、
東
宮
実
仁
が
十
五
歳
で
夭
折
し
た
折
も
、
輔

仁
の
立
太
子
の
沙
汰
は
な
か
っ
た
。
以
下
続
く
記
事
を
、延
慶
本
・
盛
衰
記
・『
頼

政
記
』
に
見
て
み
よ
う
。

・
承
保
元
年
十
一
月
十
二
日
、
白
河
院
一
宮
敦
文
親
王
御
誕
生
。
今
上
后
腹
ノ
第

一
ノ
皇
子
ニ
テ
御
坐
シ
カ
バ
、
①
無
左
右
一

太
子
ニ
立
給
ヘ
リ
シ
間
、
其
沙
汰

無
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
カ
ド
モ
、
敦
文
親
王
、
承
暦
元
年
八
月
六
日
、
御
歳
四
歳

ニ
シ
テ
失
給
ヘ
リ
。
同
三
年
七
月
九
日
、
六
条
右
大
臣
顕
房
公
御
娘
ノ
御
腹
ニ

堀
河
院
御
誕
生
。
同
年
十
一
月
三
日
、
親
王
ノ
宣
旨
ヲ
被
下
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、

②
太
子
ニ
ハ
立
給
ハ
ズ
。「
此
等
ハ
三
宮
ノ
御
事
、
後
三
条
院
ノ
御
遺
言
ヲ
畏

サ
セ
給
故
」
ト
ゾ
、
古
キ
人
ハ
申
侍
シ
。
雖
然
応
徳
三
年
十
一
月
廿
八
日
、
御

年
八
歳
ニ
シ
テ
譲
ヲ
得
サ
セ
給
。
ヤ
ガ
テ
同
日
、
春
宮
ト
ス
。
善
仁
王
是
也
。

③
太
子
ニ
モ
立
給
ハ
ズ
、
親
王
ニ
テ
ゾ
御
位
ニ
即
セ
給
ケ
ル
（
延
慶
本
八
一
オ

～
八
一
ウ
）

・
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
ニ
、
白
川
院
ノ
一
宮
敦
文
親
王
御
誕
生
、
今
上
后
腹

ノ
一
御
子
ニ
テ
御
座
シ
カ
バ
、
太
子
ニ
立
セ
給
ベ
カ
リ
シ
カ
共
、
承
暦
元
年
八

月
六
日
、
御
ト
シ
四
歳
ニ
テ
失
給
ケ
リ
。
同
三
年
七
月
七
日
、
堀
川
院
御
誕
生

ア
リ
。
同
年
十
一
月
三
日
、
親
王
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
ニ
ケ
レ
バ
、
左
ニ
右
ニ
三

宮
被
引
違
給
ヘ
リ
。
堀
川
院
モ
八
歳
マ
デ
太
子
ニ
モ
立
セ
給
ハ
ズ
、親
王
ニ
テ
、

応
徳
三
年
十
一
月
廿
六
日
ニ
、受
御
譲
サ
セ
給
テ
、軈
其
日
春
宮
ニ
立
セ
給
（
盛

衰
記
2―

四
八
六
頁
）

・
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
ニ
、
白
河
院
ノ
一
宮
敦
文
親
王
御
誕
生
。
今
上
后
腹

ノ
一
御
子
ニ
テ
御
坐
シ
カ
バ
、
是
ヲ
太
子
ニ
ハ
ト
人
々
被
思
ケ
レ
ド
モ
太
子
ノ

沙
汰
ナ
シ
。
三
宮
イ
カ
ナ
ル
ベ
キ
ヤ
ラ
ム
ト
御
ム
ネ
ハ
タ
ラ
カ
セ
給
ケ
ル
ニ
、

承
暦
元
年
八
月
廿
六
日
、
御
年
四
歳
ニ
テ
失
給
ニ
ケ
リ
。
三
宮
今
ハ
ト
被
思
食

ケ
ル
ニ
同
三
年
七
月
七
日
、
堀
河
院
御
誕
生
ア
リ
。
同
年
十
一
月
三
日
、
親
王
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ノ
宣
旨
被
下
ニ
ケ
レ
バ
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
三
宮
引
違
ラ
レ
給
ヘ
リ
。
堀
河
院
モ

八
歳
マ
デ
太
子
ニ
モ
タ
ヽ
セ
給
ハ
ズ
、
親
王
ニ
テ
、
応
徳
三
年
十
一
月
廿
六
日

ニ
、
御
譲
ヲ
請
サ
セ
給
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
日
、
春
宮
ニ
立
セ
給
ヒ
（『
頼
政
記
』

五
二
二
頁
）

　

記
録
類
等
で
確
認
す
れ
ば
、
皇
子
敦
文
の
誕
生
は
、
承
保
元
年
十
二
月
二
十
六

日
、
薨
去
は
承
暦
元
年
九
月
六
日
、
堀
河
天
皇
の
誕
生
は
、
承
暦
三
年
七
月
九

日
、
同
年
十
一
月
三
日
親
王
宣
下
、
応
徳
三
年
十
一
月
二
十
六
日
立
太
子
、
同
日

践
祚
と
い
う
よ
う
に
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
・『
頼
政
記
』
に
は
、
史
実
と
の
食
い

違
い
が
い
く
つ
か
目
に
付
く
。

　

三
本
の
問
題
点
を
、
延
慶
本
か
ら
順
次
検
討
し
て
い
こ
う
。
延
慶
本
の
①
は
、

敦
文
親
王
は
、
白
河
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
っ
た
の
で
、
問
題
な
く
太
子
に
お
立

ち
に
な
ら
れ
た
の
で
、
輔
仁
親
王
に
は
立
太
子
の
沙
汰
も
な
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
が
の
意
と
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
敦
文
立
太
子
の
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
し
、

延
慶
本
の
独
自
異
文
②
で
は
、
白
河
院
は
、
後
三
条
院
の
遺
言
を
恐
れ
て
、
堀
河

天
皇
誕
生
の
折
、
親
王
の
宣
旨
を
下
し
た
の
み
で
、
太
子
に
立
て
な
か
っ
た
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
は
、
盛
衰
記
に
見
る
よ
う
に
、「
立
た
せ
給
ふ
べ
か
り
し

が（
か
ど
も

）
10
（

）」な
ど
と
あ
っ
た
も
の
が
、
誤
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

③
に
よ
れ
ば
、
堀
河
天
皇
は
、
立
太
子
も
せ
ず
、
親
王
の
ま
ま
即
位
し
、
同
日
に

春
宮
と
な
っ
た
と
す
る

）
11
（

。
つ
ま
り
、
延
慶
本
の
輔
仁
説
話
で
は
、
白
河
院
は
、
後

三
条
院
の
遺
言
を
恐
れ
て
、
敦
文
や
堀
河
の
立
太
子
に
は
躊
躇
し
、
堀
河
天
皇
の

即
位
の
時
も
、
親
王
の
ま
ま
即
位
さ
せ
て
、
同
日
に
春
宮
に
し
た
と
解
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
③
に
限
っ
て
言
え
ば
、
盛
衰
記
と
『
頼
政
記
』
も
、
二
重
傍

線
部
に
見
る
よ
う
に
、同
様
に
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、盛
衰
記
と『
頼
政
記
』は
、

延
慶
本
の
②
に
該
当
す
る
部
分
を
、
鎖
線
部
分
に
見
る
よ
う
に
、
堀
河
に
は
、
親

王
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
た
め
、
輔
仁
は
「
引
違
ラ
レ
給
ヘ
リ
」
と
言
う
よ
う
に
、

失
意
に
沈
む
輔
仁
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
記
す
。
さ
ら
に
、『
頼
政
記
』
は
、
敦
文

の
誕
生
、
敦
文
の
死
、
堀
河
の
誕
生
と
、
輔
仁
の
悲
喜
相
交
え
て
の
思
い
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
記
そ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
後
三
条
院
の
遺
言
を
恐
れ
て
、
宮

の
立
太
子
に
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
白
河
院
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
記
す
の
が
延

慶
本
、
そ
う
し
た
叙
述
姿
勢
を
一
方
で
見
せ
な
が
ら
、
失
意
に
沈
む
輔
仁
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
記
す
の
が
、
盛
衰
記
と
『
頼
政
記
』、
そ
の
中
で
も
、
白
河
院
の
皇

子
の
誕
生
や
死
に
一
喜
一
憂
す
る
輔
仁
の
思
い
に
、
さ
ら
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
記

し
直
し
た
の
が
『
頼
政
記
』
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
前
の
記
事
に
続
く
次
の
記
事
に
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
し
得
よ

う
。

・
②
寛
治
元
年
六
月
二
日
、
陽
明
門
院
ニ
テ
御
元
服
ハ
有
シ
カ
ド
モ
、
太
子
ノ
沙

汰
ニ
モ
及
バ
ズ
。
③
康
和
五
年
正
月
十
六
日
ニ
、鳥
羽
院
御
誕
生
ア
リ
シ
カ
バ
、

イ
ツ
シ
カ
其
年
ノ
八
月
十
七
日
ニ
、
太
子
ニ
立
セ
給
ニ
シ
カ
バ
、
三
宮
ハ
思
召

切
テ
、
仁
和
寺
ノ
花
園
ト
云
所
ニ
籠
居
セ
サ
セ
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
…
白
河
院
ノ
御

子
ノ
全
子
ノ
内
親
王
ヲ
バ
、
二
条
ノ
大
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
④
鳥
羽
院
ノ
位
ニ
即

セ
給
ケ
ル
ニ
（
延
慶
本
八
一
ウ
～
八
四
オ
）

・
①
寛
治
三
年
正
月
五
日
、
御
年
十
一
ニ
テ
御
元
服
有
ケ
リ
。
三
宮
ハ
御
位
コ
ソ

不
叶
共
、
太
子
ニ
モ
ト
思
召
ケ
ル
ニ
、
②
寛
治
元
年
六
月
二
日
、
三
宮
陽
明
門

院
ニ
テ
御
元
服
有
シ
ニ
、
太
子
ノ
御
沙
汰
ニ
モ
及
バ
ザ
リ
シ
カ
バ
、
輔
仁
親

王
御
位
空
シ
テ
、
仁
和
寺
ノ
花
園
ト
云
所
ニ
住
セ
給
ケ
リ
…
白
川
院
ノ
御
子

全
子
内
親
王
ヲ
バ
、
二
条
皇
太
后
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
④
鳥
羽
院
ハ
康
和
五
年

正
月
十
六
日
ニ
御
誕
生
、
同
八
月
十
七
日
ニ
春
宮
ニ
立
セ
給
テ
、
嘉
承
二
年
七
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（
七

）

月
十
九
日
、
御
年
五
歳
ニ
テ
位
ニ
即
セ
給
ケ
レ
バ
（
盛
衰
記
2―

四
八
六
～

四
九
一
頁
）

・
①
寛
治
三
年
正
月
五
日
、
御
歳
十
一
ニ
テ
御
元
服
ア
リ
ケ
リ
。
三
宮
ハ
御
位
ニ

コ
ソ
叶
ハ
ズ
ト
モ
、
太
子
ニ
モ
ト
責
テ
ハ
被
思
食
ケ
レ
ド
モ
、
終
ニ
不
叶
。
②

寛
治
三
年
六
月
二
日
、
三
宮
陽
明
門
院
ニ
テ
御
元
服
ア
リ
シ
カ
ド
モ
、
③
康
利

五
年
正
月
廿
六
日
鳥
羽
院
御
誕
生
ア
リ
テ
、
同
年
八
月
十
七
日
春
宮
ニ
タ
ヽ
セ

給
ニ
シ
カ
バ
、三
宮
太
子
ノ
御
沙
汰
ニ
モ
不
及
。
其
後
者
思
食
切
セ
給
ニ
ケ
リ
。

何
計
カ
無
本
意
モ
被
思
食
ケ
ム
。
サ
レ
ド
モ
、
仁
和
寺
ノ
花
園
ト
云
所
ニ
住
セ

給
ケ
ル
ニ
…
白
河
院
ノ
御
子
全
子
内
親
王
ヲ
バ
、
二
条
ノ
皇
太
后
宮
ト
ゾ
申
ケ

ル
。
④
鳥
羽
院
ハ
康
和
五
年
正
月
十
六
日
ニ
御
誕
生
、
同
八
月
十
七
日
ニ
春
宮

ニ
立
セ
給
フ
。
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
、
御
年
五
歳
ニ
テ
位
ニ
即
セ
給
タ
リ
ケ

レ
バ
（『
頼
政
記
』
五
二
二
～
五
二
三
頁
）

　

初
め
に
、
延
慶
本
の
本
文
の
検
討
に
入
ろ
う
。
延
慶
本
は
、
①
の
寛
治
三
年

（
一
〇
八
九
）
正
月
五
日
、
堀
河
天
皇
十
一
歳
で
の
元
服
記
事
を
欠
き
（『
一
代
要

記
』
に
記
載
有
り
）、
②
の
輔
仁
の
元
服
記
事
か
ら
始
め
る
。『
頼
政
記
』
は
、
そ

れ
を
寛
治
三
年
の
こ
と
と
す
る
が
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
の
寛
治
元
年
六
月
二
日
の

こ
と
と
す
る
の
が
良
い
（『
百
練
抄
』）。
延
慶
本
が
、
①
を
欠
く
の
は
、
そ
の
前

の
記
事
が
、
前
項
で
扱
っ
た
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
十
一
月
に
、
堀
河
天
皇
は

親
王
の
ま
ま
即
位
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
延
慶
本
の
②
の
記
事
は
、
主
語
が

輔
仁
と
は
明
記
さ
れ
ず
、
唐
突
の
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
慶
本
が
脱
落
さ
せ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
①
を
含
む
盛
衰
記
の
場
合
、
寛
治
三
年
の
堀
河

天
皇
の
元
服
の
折
に
、
輔
仁
は
即
位
は
叶
わ
ぬ
と
も
、
せ
め
て
立
太
子
ぐ
ら
い
は

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
寛
治
元
年
に
輔
仁
は
元
服
は
し
た
も
の
の
、
立
太
子
の

沙
汰
も
な
い
た
め
、
仁
和
寺
の
花
園
に
籠
居
し
た
と
い
う
の
で
は
、
全
く
意
を
な

さ
な
い
。

　

一
方
、『
頼
政
記
』
は
、
②
の
記
事
を
、
寛
治
三
年
の
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ

は
、
時
間
が
遡
及
し
て
、
①
の
記
事
に
続
か
な
い
た
め
の
改
変
で
あ
っ
て
、
原
初

形
態
で
は
な
い
。
こ
こ
は
、
延
慶
本
に
、
②
の
記
事
が
、
輔
仁
の
こ
と
と
す
ぐ
に

は
読
み
取
り
が
た
い
と
い
う
瑕
疵
は
あ
る
も
の
の
、
前
年
の
堀
河
天
皇
の
即
位
に

続
き
、
翌
年
に
輔
仁
の
元
服
は
あ
っ
た
が
、
立
太
子
の
沙
汰
も
な
い
ま
ま
、
康
和

五
年
（
一
一
〇
三
）
に
、
後
の
鳥
羽
天
皇
が
誕
生
し
、
立
太
子
も
あ
っ
た
た
め
、

輔
仁
は
失
意
の
余
り
、
仁
和
寺
の
花
園
に
籠
居
し
た
と
続
く
形
が
先
行
形
態
だ
ろ

う
。

　

一
方
、
盛
衰
記
や
『
頼
政
記
』
が
、
①
の
記
事
を
増
補
し
た
の
は
、
前
項
で
指

摘
し
た
よ
う
に
、
即
位
を
望
む
も
の
の
、
立
太
子
も
叶
わ
な
い
中
、
失
意
に
沈
む

輔
仁
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
描
こ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
一
つ
の
問
題
は
、
③
と
④
の
問
題
で
あ
る
。
盛
衰
記
は
、
③
の
記
事
を
欠
く

た
め
、
輔
仁
は
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
の
時
点
で
即
位
を
諦
め
、
仁
和
寺
の

花
園
に
籠
居
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
、
延
慶
本
で
は
、
遥
か
後
の
康
和
五
年

（
一
一
〇
三
）
に
、
の
ち
の
鳥
羽
天
皇
が
誕
生
し
、
同
年
に
立
太
子
し
た
た
め
、

輔
仁
は
籠
居
し
た
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
、
盛
衰
記
と
延
慶
本
の
ど
ち
ら
に
古

態
が
認
め
ら
れ
よ
う
か
。
そ
の
答
え
を
導
く
鍵
が
、『
頼
政
記
』
に
あ
る
。

　

『
頼
政
記
』
に
は
、
③
④
の
実
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
鳥
羽
天
皇
の
誕
生
記
事

と
立
太
子
記
事
が
重
複
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
延
慶
本
は
、
④
の
部
分
は
、
盛
衰

記
④
の
実
線
部
を
欠
く
形
で
記
さ
れ
、
重
複
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、『
頼
政
記
』
は
、
盛
衰
記
本
文
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
延
慶
本
本
文
を
取
り
込
ん
だ
た
め
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
不
整
合
本
文

が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
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）

　

さ
ら
に
、
前
項
に
続
く
記
事
を
検
討
し
よ
う
。

・
①
此
宮
ノ
御
子
花
園
左
大
臣
ヲ
、白
河
院
ノ
御
前
ニ
テ
御
元
服
セ
サ
セ
進
セ
テ
、

源
氏
ノ
姓
ヲ
賜
ラ
セ
給
テ
、
無
位
ヨ
リ
一
度
ニ
三
位
シ
ツ
ヽ
、
軈
中
将
ニ
成
奉

ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ハ
、
輔
仁
ノ
親
王
ノ
御
愁
ヲ
休
メ
、
且
ハ
後
三
条
院
ノ
御
遺
言

ヲ
恐
サ
セ
給
ケ
ル
故
ト
カ
ヤ
。
一
世
ノ
源
氏
、
無
位
ヨ
リ
三
位
シ
給
シ
事
ハ
、

嵯
峨
天
皇
ノ
御
子
陽
院
ノ
大
納
言
定
卿
ノ
外
ハ
不
承
及
。
②
冷
泉
院
御
位
ノ

時
、
ウ
ツ
ヽ
御
心
モ
無
ク
、
物
狂
シ
ク
ノ
ミ
御
座
ケ
レ
バ
…
拷
器
モ
笞
チ
杖
モ

一
時
ニ
ク
ダ
ケ
破
レ
ニ
ケ
リ
。
③
白
河
院
ノ
御
子
ノ
全
子
ノ
内
親
王
ヲ
バ
、
二

条
ノ
大
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
…
永
久
元
年
十
月
ノ
比
ロ
落
書
有
ケ
リ
。「
醍
醐
ノ

勝
覚
僧
都
ノ
童
ニ
千
寿
丸
ト
申
ガ
、
人
ノ
語
ニ
ヨ
リ
テ
、
君
ヲ
犯
シ
マ
イ
ラ
セ

ム
ト
テ
、
常
ニ
内
裏
ニ
タ
ヽ
ズ
ミ
ア
リ
ク
」
ト
申
ケ
リ
。
…
④
此
ヲ
バ
非
職
ノ

輩
、
オ
ホ
ケ
ナ
キ
事
ヲ
思
企
タ
リ
ケ
リ
。
今
ノ
三
位
入
道
ノ
思
立
レ
ケ
ム
ハ
、

是
ニ
ハ
似
ル
ベ
キ
事
ナ
ラ
ネ
ド
モ
、
遂
ニ
前
途
ヲ
不
達
一

シ
テ
、
宮
ヲ
失
ヒ
奉

リ
、
我
身
モ
滅
ヌ
ル
事
コ
ソ
、
返
々
モ
ア
サ
マ
シ
ケ
レ
（
延
慶
本
八
二
ウ
～

八
五
ウ
）

・
①
三
宮
ノ
御
子
花
園
左
大
臣
有
仁
ヲ
、
白
川
院
ノ
御
前
ニ
テ
元
服
セ
サ
セ
進

セ
、
源
氏
ノ
姓
ヲ
奉
ラ
セ
給
テ
、
無
位
ヨ
リ
一
度
ニ
三
位
シ
テ
、
ヤ
ガ
テ
中
将

ニ
ナ
シ
奉
ケ
リ
。
是
ハ
三
宮
輔
仁
親
王
ノ
御
怨
ヲ
休
奉
リ
、
又
後
三
條
院
ノ
御

遺
言
ヲ
モ
恐
サ
セ
給
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
一
世
ノ
源
氏
無
位
ヨ
リ
三
位
シ
給
事
ハ
、

嵯
峨
天
皇
ノ
御
子
陽
院
大
納
言
定
卿
ノ
外
無
其
例
。
②
冷
泉
院
御
位
ノ
時
、
覚

御
心
モ
ナ
ク
、
御
物
狂
ハ
シ
ク
ノ
ミ
御
座
ケ
レ
バ
…
拷
器
モ
笞
杖
モ
折
砕
テ
コ

ソ
失
ニ
ケ
レ
。
③
白
川
院
ノ
御
子
全
子
内
親
王
ヲ
バ
、
二
條
皇
太
后
宮
ト
ゾ
申

ケ
ル
…
永
久
元
年
十
月
ノ
比
落
書
ア
リ
。
折
節
恠
童
ノ
有
ケ
ル
ヲ
搦
テ
問
ケ
レ

バ
、「
醍
醐
ノ
勝
覚
僧
都
ノ
童
千
手
丸
也
。
人
ノ
語
ニ
依
テ
、
侵
君
進
セ
ン
ト

テ
、
常
ニ
内
裏
ニ
タ
ヽ
ズ
ム
ナ
リ
」
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
…
④
昔
モ
浅
増
キ
様
ア
リ

ケ
レ
共
、
及
子
孫
事
ハ
ナ
カ
リ
キ
。
高
倉
宮
討
レ
サ
セ
給
ヌ
レ
バ
、
今
ハ
何
條

事
カ
ハ
有
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
小
宮
々
モ
角
成
セ
給
ケ
ル
コ
ソ
糸
惜
ケ
レ
（
盛

衰
記
四
八
七
～
四
九
二
頁
）

・
①
此
宮
ノ
御
子
花
園
ノ
左
大
臣
有
仁
ヲ
、
白
河
院
ノ
御
前
ニ
テ
元
服
セ
サ
セ
奉

セ
ツ
ヽ
、
源
氏
ノ
姓
ヲ
給
セ
テ
、
無
位
ヨ
リ
一
度
ニ
三
位
シ
テ
、
ヤ
ガ
テ
中
将

ニ
成
シ
奉
ラ
レ
ケ
リ
。
是
ハ
三
宮
輔
仁
ノ
親
王
ノ
御
怨
ヲ
モ
伏マ

マ

メ
奉
リ
、
又
後

三
條
院
ノ
遺
言
ヲ
モ
ヲ
チ
サ
セ
給
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
一
世
ノ
源
氏
無
位
ヨ
リ
三
位

シ
給
フ
事
ハ
、
嵯
峨
天
王
ノ
御
子
、
揚
成
院
ノ
大
納
言
定
卿
ノ
外
其
例
無
ト
ゾ

承
ル
。
③
白
河
院
ノ
御
子
全
子
内
親
王
ヲ
バ
、二
条
ノ
皇
太
后
宮
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

…
永
久
元
年
十
月
比
落
書
ア
リ
。
醍
醐
ニ
勝
覚
僧
都
ノ
童
千
手
丸
ト
云
者
ア

リ
。「
人
ノ
語
ニ
ヨ
テ
、
君
ヲ
ヲ
カ
シ
奉
セ
ム
ト
テ
、
常
ニ
内
裏
ニ
タ
ヽ
ズ
ミ

テ
候
也
」
ト
ゾ
申
タ
ル
。
…
（『
頼
政
記
』
五
二
三
～
五
二
四
頁
）

　

各
本
の
①
の
記
事
は
、
白
河
院
が
、
輔
仁
の
忘
れ
形
見
有
仁
の
元
服
と
源
氏
賜

姓
を
行
い
、
さ
ら
に
有
仁
に
、
破
格
の
無
位
か
ら
、
一
度
に
三
位
の
叙
位
を
行
っ

た
と
す
る
記
事
。
四
部
本
も
同
様
の
記
事
を
記
す
が
、
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の

が
、
実
線
部
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
有
仁
へ
の
破
格
の
待
遇
は
、
白
河
院
が
、
輔
仁

の
愁
い
を
休
め
、
後
三
条
院
の
遺
言
を
恐
れ
た
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
々

項
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
三
条
院
の
遺
言
を
恐
れ
て
、
宮
の
立
太
子
を
逡
巡

す
る
白
河
院
像
は
、
延
慶
本
を
越
え
た『
平
家
物
語
』に
通
底
す
る
人
物
像
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

次
の
②
は
、
い
わ
ゆ
る
安
和
の
変
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
冷
泉
院
の
治
世
能

力
に
疑
問
を
持
っ
た
橘
敏
延
や
僧
連
茂
・
千
晴
な
ど
が
、
私
欲
に
も
駆
ら
れ
、
左

大
臣
高
明
の
聟
式
部
卿
の
宮
を
即
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
多
田
満
仲
の
裏

― 37 ―



名古屋学院大学論集

（
九

）

切
り
に
遭
い
、
首
謀
者
等
は
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
も
の
。
こ
の
②
の
記
事
は
、
前

後
の
輔
仁
関
連
記
事
を
断
ち
切
る
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
②
の
話
自
体

の
意
図
が
つ
か
み
に
く
い
こ
と
か
ら
、
②
の
記
事
を
欠
く
『
頼
政
記
』
に
原
態
を

見
る
こ
と
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
延
慶
本
の
④
の
実
線
部
に
よ
れ
ば
、
②
と
③
の
記
事
の
当
初
の
意
図

は
、
②
で
は
、
橘
敏
延
や
僧
連
茂
・
千
晴
等
が
、
③
で
は
、
千
寿
丸
や
仁
寛
阿
闍

梨
と
い
う
「
非
職
ノ
輩
」
が
、「
オ
ホ
ケ
ナ
キ
事
ヲ
思
企
」
て
た
と
し
て
、
批
判

的
に
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
盛
衰
記
の
場
合
、
延
慶
本
の
④
に
該
当
す
る
の
が
、
盛
衰
記
の
④
の
記

事
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
盛
衰
記
が
注
目
す
る
の
は
、
③
に
記
さ
れ
た
記
事
で
、
為

房
の
進
言
に
よ
り
、縁
者
の
沙
汰
が
な
か
っ
た
こ
と
を
特
記
す
る
。
こ
れ
以
前
に
、

八
条
院
の
も
と
に
匿
わ
れ
て
い
た
以
仁
王
の
宮
が
六
波
羅
に
連
行
さ
れ
た
旨
の
記

事
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
④
の
記
事
は
、
こ
の
後
の
、「
六
条
殿
ト
申
女
房
ノ
御
腹
」

の
「
法
皇
ノ
皇
子
」
の
消
息
記
事
に
も
繋
が
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
盛
衰
記
の
④
の
記
事
に
は
、
延
慶
本
に
見
た
よ
う
な
、
②
と
③

の
記
事
と
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
機
能
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
盛
衰

記
に
は
、
延
慶
本
に
見
た
よ
う
な
記
事
か
ら
の
改
変
が
あ
る
と
見
て
良
か
ろ
う
。

そ
の
盛
衰
記
の
記
事
を
、さ
ら
に
整
理
し
た
形
が
、『
頼
政
記
』と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
③
の
記
事
の
内
、
波
線
部
の
記
事
が
、
延
慶
本
の
場
合
、
唐
突
に
始
ま

る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
は
、
盛
衰
記
の
③
の
二
重
傍
線
部
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
頼
政
記
』
も
、
盛
衰
記
の
③
の
二
重
傍
線
部

の
記
事
を
持
た
な
い
が
、「
醍
醐
ニ
勝
覚
僧
都
ノ
童
千
手
丸
ト
云
者
ア
リ
」
と
言

う
よ
う
に
、
延
慶
本
の
記
事
を
一
部
改
変
す
る
こ
と
に
よ
り
、
延
慶
本
に
見
た
よ

う
な
唐
突
感
を
幾
分
和
ら
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
源
三
位
頼
政
の
歌
徳
説
話
に
見
ら
れ
る
問
題
を
検
討
し
よ
う
。

・
①
抑
源
三
位
頼
政
ト
申
ハ
、
摂
津
守
頼
光
ニ
五
代
、
三
河
守
頼
綱
ノ
孫
、
兵
庫

守
仲
政
ガ
子
ナ
リ
。
②
保
元
ノ
合
戦
ニ
御
方
ニ
テ
先
ヲ
懸
タ
リ
シ
カ
ド
モ
、
サ

セ
ル
賞
ニ
モ
不
預
一ラ

。
又
平
治
ノ
逆
乱
ニ
モ
、
親
類
ヲ
捨
テ
参
ジ
タ
リ
シ
カ
ド

モ
、
恩
賞
是
疎
也
。
大
内
守
護
ニ
テ
年
久
ク
有
シ
カ
共
、
昇
殿
ヲ
モ
許
サ
レ

ズ
。
年
闌
ケ
齢
傾
テ
後
、
述
懐
ノ
和
歌
一
首
読
デ
コ
ソ
、
昇
殿
ヲ
バ
許
サ
レ
ケ

レ
（
延
慶
本
八
六
オ
～
八
六
ウ
）

・
①
彼
入
道
ト
申
ハ
、
清
和
帝
ノ
第
六
皇
子
貞
純
親
王
ノ
二
代
ノ
苗
裔
、
多
田
新

発
満
仲
ガ
子
、
摂
津
守
頼
光
ガ
三
代
ノ
後
胤
、
参
河
守
頼
綱
ガ
孫
、
兵
庫
頭
仲

正
ガ
子
也
。
②
保
元
ノ
合
戦
ノ
時
、
御
方
ニ
テ
一
方
ノ
先
陣
ヲ
賜
リ
、
凶
徒

ヲ
退
タ
リ
ケ
レ
ト
共
、
指
ル
勲
功
ノ
賞
ニ
モ
不
預
、
怨
ヲ
含
ナ
ガ
ラ
大
内
ノ
守

護
シ
テ
年
久
ク
成
、
地
下
ニ
ノ
ミ
シ
テ
殿
上
ヲ
ユ
リ
サ
リ
ケ
レ
バ
（
盛
衰
記

四
九
九
頁
）

・
①
彼
三
位
入
道
ハ
、
清
和
帝
ノ
第
六
ノ
皇
子
貞
純
親
王
ノ
三
代
ノ
後
胤
、
美
河

守
頼
綱
ガ
孫
、
兵
庫
頭
仲
正
ガ
子
也
。
②
保
元
合
戦
之
時
、
御
方
ニ
テ
一
方

ノ
先
陣
ヲ
給
リ
、
凶
徒
ヲ
退
テ
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
サ
セ
ル
勲
功
賞
ニ
モ
不
預
。

又
平
治
逆
乱
ノ
時
モ
、
親
類
ヲ
奇マ

ヽ

テ
御
方
ヘ
参
タ
リ
シ
カ
ド
モ
、
恩
賞
疎
ナ
リ

シ
カ
バ
、
怨
ヲ
含
テ
ア
リ
シ
ホ
ド
ニ
、
大
内
ノ
守
護
シ
テ
年
久
ク
ナ
リ
シ
カ
ド

モ
、
殿
上
ヲ
ユ
ル
サ
レ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
年
タ
ケ
齢
傾
テ
後
、
二
条
院
ノ
行
幸
ア

リ
ケ
ル
夜
、
月
ノ
明
カ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
、
述
懐
ノ
和
歌
一
首
仕
テ
ゾ
、
殿
上
ヲ
バ

被
免
タ
リ
ケ
ル
（『
頼
政
記
』
五
二
四
頁
）

　

先
ず
、
①
の
頼
政
の
系
譜
記
事
の
内
、『
頼
政
記
』
の
記
事
に
は
明
ら
か
な
脱

落
が
あ
る
。
貞
純
か
ら
頼
政
ま
で
の
系
図
を
示
せ
ば
、
貞
純―

経
基―

満
仲―

頼
光―

頼
国―

頼
綱―
仲
政―

頼
政
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、『
頼
政
記
』
に
は
、
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盛
衰
記
の
①
に
付
し
た
実
線
部
分
が
、「
三
代
ノ
」
の
目
移
り
の
た
め
（
盛
衰
記

の
「
二
代
ノ
」
は
、『
頼
政
記
』
の
「
三
代
ノ
」
が
正
し
い
）
脱
落
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

今
一
つ
、
②
の
部
分
か
ら
は
、『
頼
政
記
』
の
本
文
が
、
盛
衰
記
の
本
文
に
、

延
慶
本
本
文
を
取
り
込
む
形
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
頼

政
記
』
の
本
文
の
内
、
波
線
部
が
延
慶
本
に
一
致
す
る
本
文
、
鎖
線
部
が
盛
衰
記

に
一
致
す
る
本
文
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
し
て
も
、『
頼
政
記
』
の
成
立
は
、
延
慶
本
や
盛
衰
記
よ
り
も
下
る

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

四
　

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
先
ず
初
め
に
、『
頼
政
記
』
は
、
基
本
的
に
は
盛
衰
記
に
一
番
近

く
、
部
分
的
に
延
慶
本
に
近
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、『
頼
政
記
』
と
盛
衰
記
・

延
慶
本
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
頼
政
記
』
に
相
対
的
な
古
態
を
指
摘
で
き
る
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
、
延
慶
本
と
比
較
し
た
場
合
、
盛
衰
記
と
共
に
相

対
的
な
古
態
を
留
め
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、『
頼
政
記
』
が
、
延
慶
本
的
本
文
を

取
り
込
ん
だ
た
め
、
結
果
と
し
て
盛
衰
記
よ
り
古
態
本
文
を
保
持
し
て
い
る
箇
所

で
あ
り
、『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰
記
を
遡
る
段
階
で
明
白
に
成
立
し
た
こ
と
を
示

す
箇
所
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　

に
対
し
て
、『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰
記
に
延
慶
本
本
文
を
取
り
込
ん
で
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
箇
所
は
、
今
回
指
摘
し
た
よ
う
に
、
多
数
に
の
ぼ
る
。
あ
る
い

は
、『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰
記
本
文
を
改
変
、
あ
る
い
は
整
理
し
て
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
箇
所
も
指
摘
し
た
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、『
頼
政
記
』
の
成
立
を
盛
衰
記
よ
り
遡
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
は
、『
頼
政
記
』
が
、
盛
衰
記
以
前
の
形
態

を
留
め
る
と
も
さ
れ
る
平
家
物
語
「
長
門
切
」
の
成
立
を
考
え
る
貴
重
な
資
料
の

一
つ
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
な
か
ろ
う
。
故

に
、
長
門
切
と
盛
衰
記
と
の
関
係
は
、
依
前
と
し
て
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

（
注
）

（
1
）

　

高
橋
伸
幸
「
内
閣
文
庫
所
蔵
増
補
系
平
家
物
語
零
本
に
就
き
て
の
研
究
〈
本
文
篇
〉」

（
札
幌
大
学
教
養
部
・
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
一
九
、一
九
八
一
・
9
）

（
2
）

　

本
文
は
、『
源
平
盛
衰
記
慶
長
古
活
字
版
（
一
～
六
）』（
勉
誠
社
一
九
七
七
～

一
九
七
八
）
に
よ
る
。
濁
点
・
括
弧
・
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
3
）

　

本
文
は
、
松
尾
葦
江
「
資
料
2
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
頼
政
記
』」（『
軍
記

物
語
論
究
』
若
草
書
房
一
九
九
六
・
6
）
に
よ
る
。
濁
点
・
括
弧
・
句
読
点
を
補
っ
た
。

な
お
、
同
書
に
は
、『
頼
政
記
』
の
他
に
、
長
門
切
等
も
扱
っ
た
論
「
読
み
本
系
断
簡
の

本
文
」
も
あ
り
、
参
考
と
な
る
。

（
4
）

　

本
文
は
、『
延
慶
本
平
家
物
語
（
一
～
六
）』（
汲
古
書
院
一
九
八
二
～
一
九
八
三
）
に

よ
る
。
濁
点
・
括
弧
・
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
5
）

　

本
文
は
、『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
評
釈
　

巻
四
』（
私
家
版
。
早
川
厚
一
・
佐
伯

真
一
・
生
形
貴
重
共
著
一
九
八
七
・
12
）
に
よ
る
。

（
6
）

　

注
5
に
引
く
評
釈
（
二
二
〇
頁
）
参
照
。

（
7
）

　

注
5
に
引
く
評
釈
（
二
二
二
頁
）
参
照
。

（
8
）

　

四
部
本
・
延
慶
本
・
盛
衰
記
は
、
こ
の
後
に
、〈
延
〉「
又
ハ
還
俗
ノ
宮
ト
モ
申
ケ
リ
」

と
す
る
。
三
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、『
頼
政
記
』
が
脱
落
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

（
9
）

　

四
部
本
・『
頼
政
記
』
は
、
詳
細
な
前
中
書
王
話
を
欠
く
が
、
こ
の
後
の
「
後
三
条
院
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（
一
一

）

ノ
宮
事
」（
延
慶
本
）
を
、
四
部
本
・
延
慶
本
・
盛
衰
記
・『
頼
政
記
』
は
詳
細
に
記
す

よ
う
に
、
以
仁
王
批
判
の
例
証
と
し
て
、
両
話
は
、
共
に
必
要
と
さ
れ
た
話
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
、
四
部
本
・『
頼
政
記
』は
、「
後
三
条
院
ノ
宮
事
」は
残
し
、
前
中
書
王
の
話
は
、

略
述
し
た
の
だ
ろ
う
。
注
5
に
引
く
評
釈
の
生
形
貴
重
考
察
（
二
二
七
頁
）、
語
釈
「
輔

仁
親
王
」（
二
三
一
頁
）
参
照
。

（
10
）

　

盛
衰
記
の
「
太
子
ニ
立
セ
給
ベ
カ
リ
シ
カ
共
」
の
後
に
は
、
延
慶
本
に
見
る
よ
う
な
、

「
其
沙
汰
無
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
カ
ド
モ
」
な
ど
が
脱
落
し
て
い
る
か
。

（
11
）

　

『
皇
年
代
略
記
』
に
、「
応
徳
三
年
十
一
月
廿
六
日
庚
辰
、
受
禅
〈
八
、
於
堀
河
院
、

今
日
先
立
太
子
〉、
十
二
月
十
九
日
癸
卯
、
即
位
〈
大
極
殿
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
受
禅

当
日
、「
先
」
に
立
太
子
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
立
太
子
を
経
ず
に

即
位
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。（
曽
我
良
成
氏
ご
教
示
）

（
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
奨
励
金
に
よ
る
成
果
の
一

つ
で
あ
る
）
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